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平成１８年１１月１２日

　

月　

日
、
苗
場
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
で
「
目
指
せ
！
世
界
の

１０

１７

ウ
イ
ン
タ
ー
リ
ゾ
ー
ト
」と
題
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
行
わ
れ

ま
し
た
。こ
れ
は�
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
宝
く
じ
普
及
広
報

事
業
費
の
助
成
を
受
け
て
、
湯
沢
町
が
主
催
し
た
も
の
で
す
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
基
調
講
演
、ウ
イ
ン
タ
ー
リ
ゾ
ー
ト
に
詳
し

い
パ
ネ
ラ
ー
に
よ
る
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
そ
し
て
提
言
と
行

わ
れ
ま
し
た
。当
日
は
県
内
外
か
ら
約
３
０
０
名
の
方
々
が
参

加
さ
れ
、今
後
の
ウ
イ
ン
タ
ー
リ
ゾ
ー
ト
を
考
え
る
と
き
の
ヒ

ン
ト
が
得
ら
れ
た
会
と
な
り
ま
し
た
。

シンポジウムが開催されましシンポジウムが開催されましたた　世界のウインターリゾートを目指し世界のウインターリゾートを目指してて

北米やヨーロッパを中心に、世界各地のウインターリゾートについて、解説されました。

世
界
の
ウ
イ
ン
タ
ー

リ
ゾ
ー
ト
は
い
ま

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
は
じ
め
に
、

「
世
界
の
ウ
イ
ン
タ
ー
リ
ゾ
ー
ト
」
に

つ
い
て
の
基
調
講
演
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
日
本
の
現
状
に
関
し
て
は
、

か
ね
て
か
ら
ス
キ
ー
人
口
の
減
少

が
報
告
さ
れ
、
そ
の
原
因
も
し
ば

し
ば
解
説
さ
れ
て
い
ま
す
。し
か
し

「
世
界
の
現
状
は
？
」
と
な
る
と
、
比

較
的
触
れ
る
機
会
が
少
な
か
っ
た

よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
講
演
で
は

北
米
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
中
心
に
、
世

界
各
地
の
ウ
イ
ン
タ
ー
リ
ゾ
ー
ト

の
現
状
に
つ
い
て
解
説
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
ウ
イ
ン
タ
ー

リ
ゾ
ー
ト
に
つ
い
て

そ
の
後
は
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
、
提
言
と
続
い
て「
こ
れ
か
ら

の
方
向
性
」が
示
さ
れ
ま
し
た
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
も
、

た
だ
単
に
日
本
の
ス
キ
ー
場
の
問

題
点
を
指
摘
す
る
の
で
は
な
く
、

世
界
の
ス
キ
ー
場
と
の
対
比
と
い

う
視
点
で
討
論
さ
れ
ま
し
た
。
参

加
さ
れ
た
パ
ネ
ラ
ー
に
は
、
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
や
会
社
経
営
者
の
方
も

い
て
、い
ろ
い
ろ
な
方
向
か
ら
の
問

題
提
起
と
対
策
の
提
案
も
さ
れ
ま

し
た
。

そ
し
て
そ
れ
ま
で
の
内
容
を
受

け
た
提
言
が
最
後
に
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
締
め
く
く
り
と
し
て
の
講

演
で
、「
日
本
も
こ
れ
か
ら
世
界
に

向
け
た
観
光
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

日
本
の
観
光
は
、
全
般
的
に
は
国

際
競
争
力
が
低
い
現
状
で
す
が
、ス

ノ
ー
リ
ゾ
ー
ト
は
東
ア
ジ
ア
で
強
い

競
争
力
を
持
つ
観
光
商
品
で
す
。

だ
か
ら
古
い
歴
史
を
持
つ
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
な
ど
の
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
世
界

に
通
用
す
る
本
当
の
ウ
イ
ン
タ
ー

リ
ゾ
ー
ト
を
つ
く
る
こ
と
が
課
題

で
す
。」と
会
が
総
括
さ
れ
ま
し
た
。

世
界
と
未
来
に
目
を
向
け
る
こ
と

が
、
こ
れ
か
ら
の
方
向
と
の
提
言
で

し
た
。
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町
長
コ
ラ

町
長
コ
ラ
ムム

２
日

３
日

５
日

６
日

７
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日
１０
　

日
１１
　

日
１２
　

日
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日
１４
　

日
１５
　

日
１６
　

日
１７

　

日
１８
　

日
１９
　

日
２０
　

日
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日
２３
　

日
２４
　

日
２５

　

日
２６
　

日
３０
　

日
３１

朝
礼

日
本
獣
医
師
会
公
衆
衛
生
委
員
会
（
東
京
都
）

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
湯
沢
開
会
挨
拶

知
事
と
の
面
談（
新
潟
県
庁
）／
マ
ス
コ
ミ
招
待（
東
京
マ
ス
コ
ミ
記
者

説
明
会
）

Ｊ
Ｒ
「
列
車
の
旅
プ
レ
ゼ
ン
ト
」
歓
迎
式
（
ガ
ー
ラ
湯
沢
）

今
後
の
道
路
政
策
の
あ
り
方
に
関
す
る
町
長
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

由
比
町
議
会
視
察
（
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

課
長
補
佐
、
係
長
と
の
懇
談
会

南
魚
シ
ル
バ
ー　

周
年
記
念
式
典
（
南
魚
沼
市
）
／
「
地
方
自
治
体
の

２０

財
政
運
営
」
に
関
す
る
研
修
会
（
自
民
党
議
員
連
盟
ホ
テ
ル
新
潟
）

東
山
つ
り
ぼ
り
感
謝
の
日

町
民
野
球
大
会
／
こ
ら
っ
し
ゃ
い
湯
沢
収
穫
祭

あ
り
が
と
う
湯
沢
の
日
（
越
後
湯
沢
駅
）

目
指
せ
！
世
界
の
ウ
イ
ン
タ
ー
リ
ゾ
ー
ト
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
苗
場
プ
リ

ン
ス
ホ
テ
ル
）
／
ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー
民
営
化
説
明
会

県
境
開
設
促
進
協
議
会
総
会
（
群
馬
県
）
／
国
体
実
行
委
員
会
設
立
総
会

行
政
視
察
湿
生
花
園
（
箱
根
町
）

行
政
視
察
加
山
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
（
西
伊
豆
町
）

斉
藤
県
議
御
子
息
結
婚
式
（
ナ
ス
パ
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
ホ
テ
ル
）

行
革
推
進
本
部
会
議
／
町
民
満
足
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｃ
Ｓ
セ
ミ
ナ
ー

病
院
事
業
打
合
せ

町
民
満
足
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｃ
Ｓ
セ
ミ
ナ
ー
／
マ
グ
ナ
派
遣
生
徒
報
告

会
／
上
海
市
旅
行
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
と
の
懇
談
会

高
齢
者
福
祉
大
会
（
公
民
館
）

ニ
ー
ル
ラ
イ
リ
ー
氏
来
庁

新
潟
地
区
国
有
林
野
等
所
在
市
町
村
協
議
会
総
会
・
講
演
会
（
新
潟
グ

ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
）
／
県
議
会
自
民
党
防
衛
問
題
議
員
連
盟
意
見
交
換
会

（
ホ
テ
ル
新
潟
）

月月
のの
町町
長長
活活
動動
状状
況況
にに
つつ
いい
てて

１１００

文
化
の
薫
り
高
い
秋
と
な
り
ま
し

た
が
、
町
民
皆
さ
ま
に
は
お
元
気
で

し
ょ
う
か
。
公
民
館
で
の
町
民
文
化

祭
や
芸
能
祭
、
学
校
な
ど
に
お
い
て

も
そ
れ
ぞ
れ
作
品
展
示
や
発
表
会

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
私
も　

月
最

１０

後
の
土
曜
日
、
２
年
ぶ
り
の
吟
詠
発

表
会
を
公
民
館
で
開
催
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
今
年
は
沖
縄
の
琉
球

舞
踊
と
民
話
の
語
り
部
を
、
特
別
企

画
で
発
表
し
ま
し
た
。
心
身
の
研
鑽

の
た
め
、
今
後
も
精
進
を
重
ね
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

さ
て　

月
２
日
、
東
京
都
の
岸
記

１１

念
体
育
館
で
、
ト
リ
ノ
五
輪
男
子
回

転
４
位
入
賞
の
皆
川
賢
太
郎
選
手

の
里
帰
り
に
合
わ
せ
て
、
湯
沢
町
特

別
観
光
大
使
の
委
嘱
を
行
い
ま
し
た
。

皆
川
選
手
も
、「
今
シ
ー
ズ
ン
は
優
勝

の
経
験
を
蓄
積
す
る
」
と
い
う
ご
自

身
の
抱
負
を
述
べ
る
と
と
も
に
、
苗

場
ス
キ
ー
場
で
培
っ
た
思
い
出
を
基

に
し
て
越
後
湯
沢
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
る

と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
れ
で
、
特

別
観
光
大
使
は
加
山
雄
三
さ
ん
と

皆
川
賢
太
郎
選
手
の
二
人
と
な
り

ま
し
た
。
お
二
人
の
Ｐ
Ｒ
活
動
に
負

け
な
い
町
づ
く
り
を
、
皆
さ
ま
と
一

緒
に
推
進
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

「
過
去
が
咲
い
て
い
る
今
、未
来
の
蕾

で
一
杯
な
今
」
陶
芸
家
の
河
井
寛
次

郎
先
生
が
残
さ
れ
た
言
葉
で
す
。
今

の
世
の
中
、
小
さ
な
努
力
で
大
き
な

効
果
を
得
よ
う
と
期
待
す
る
傾
向

が
強
い
よ
う
で
す
。
し
か
し
そ
う
し

た
態
度
で
事
に
臨
ん
で
も
、
当
然
思

い
通
り
に
は
な
り
ま
せ
ん
か
ら
、
心

は
満
た
さ
れ
ず
、い
つ
も
焦
燥
感
に

襲
わ
れ
、
心
が
次
第
に
不
安
定
に

な
っ
て
い
き
ま
す
。
今
は
過
去
の
結
果

で
あ
り
、
未
来
を
左
右
す
る
の
も
今

で
あ
り
ま
す
。
人
間
は
、
本
来
す
ば

ら
し
い
可
能
性
を
持
っ
て
お
り
ま
す
。

不
安
定
な
生
活
を
続
け
て
、
そ
の
可

能
性
を
摘
み
取
る
よ
う
な
こ
と
が

あ
っ
て
は
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
先
日
語
り
部
で
発
表
し
た

民
話
の
中
で
、「
花
咲
き
山
」
と
い
う

話
が
あ
り
ま
し
た
。こ
れ
は
、心
優
し

い
妹
思
い
の
少
女
が
奥
山
深
く
迷
い

込
み
、
き
れ
い
な
花
が
た
く
さ
ん
咲

い
て
い
る
花
畑
で
山
姥
に
出
会
い
、
花

が
ど
う
し
て
咲
く
の
か
を
聞
か
さ
れ

た
と
い
う
民
話
で
す
。こ
の
中
で
、「
里

で
良
い
こ
と
を
一
つ
す
る
と
、
一
つ
赤

い
花
が
咲
き
、
悲
し
み
を
我
慢
し
て

一
つ
良
い
こ
と
を
す
る
と
、
涙
の
よ
う

な
青
い
花
が
咲
く
」
と
い
う
、河
井
先

生
の
言
葉
に
通
じ
る
よ
う
な
く
だ
り

が
あ
り
ま
す
。

「
十
年
偉
大
な
り
。
二
十
年
お
そ
る

べ
し
。
三
十
年
に
し
て
歴
史
な
る
。」

と
い
う
言
葉
も
あ
り
ま
す
。
小
さ
な

努
力
で
早
く
大
き
な
効
果
を
期
待

す
る
気
持
ち
も
あ
り
ま
す
が
、
ど
ん

な
些
細
な
小
さ
な
こ
と
で
も
、
十
年

間
心
を
込
め
て
続
け
る
こ
と
は
、「
偉

大
」
な
こ
と
と
私
は
思
い
ま
す
。そ
れ

に
も
う
十
年
加
え
て
、
二
十
年
間
そ

れ
を
続
け
た
と
し
た
ら
、そ
れ
は「
お

そ
る
べ
き
力
に
な
る
」
と
い
う
く
ら
い

意
義
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
も
う
十

年
続
け
て
三
十
年
に
至
れ
ば
、「
歴

史
と
も
い
え
る
力
に
な
る
」
の
で
す
。

と
き
ど
き
時
間
の
あ
る
と
き
に
、
新

装
な
っ
た「
湯
沢
町
史
」に
目
を
通
し

て
お
り
ま
す
。
五
村
合
併
か
ら
昨
年

で
五
十
年
、
さ
ら
に
そ
の
昔
か
ら
多

く
の
先
人
た
ち
が
育
ん
で
こ
ら
れ
た

こ
の
豊
か
な
自
然
と
越
後
湯
沢
の
歴

史
を
、大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
常
に

念
じ
て
お
り
ま
す
。

十
月
か
ら
、「
町
民
満
足
」
を
目
指

す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
、町
職

員
が
一
丸
と
な
っ
て
湯
沢
町
に
よ
り

多
く
の
赤
い
花
や
青
い
花
が
咲
く
よ

う
努
力
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
変
わ

ら
な
い
叱
咤
激
励
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

皆
川
賢
太
郎
選
手
を
湯
沢
町
特
別
観
光

大
使
に
委
嘱
し
ま
し
た
。
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1 委任施設の概要等

2 指定管理者が行う業務の範囲

3 指定期間
 ● 湯沢町共同浴場 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 平成１９年４月１日から平成２２年３月３１日までの３年間
 ● 大源太キャニオン青少年旅行村 ・・・・・・・ 平成１９年４月１日から平成２４年３月３１日までの５年間

4 応募資格
　公募の公表の日（平成１８年１１月２日）現在、町に主たる事業所を有している法人その他の団体。なお、法人格の有　

無は問いませんが、個人は応募できません。複数の法人等がグループを構成して応募する場合は、次のとおりです。
　①グループの代表団体を決めてください。他の団体は構成団体とします。
　②代表団体の代表者をグループの代表者とします。
　③同一の法人等が複数のグループに同時に所属して応募することはできません。

　※ その他応募資格の詳細は募集要項によります。募集要項及び業務基準書は湯沢町役場産業観光課で交付します。

5 応募の手続
  ● 応募方法 ・・・・・・ 申請書に提出書類を添付して湯沢町役場産業観光課へ提出してください。申請書及び提出書

  ・・・・・・・ 類は、湯沢町役場産業観光課で交付します。
  ● 受付期間 ・・・・・・ 平成１８年１１月６日（月）から１１月２０日（月）まで

6 その他
  ● その他詳細については、募集要項及び業務基準書によります。
  ● この募集に関して不明な点や詳細については、湯沢町役場産業観光課にお問い合わせください。

7 問い合わせ先
   湯沢町役場産業観光課　℡７８４ー４８５０　�７８０－６０７２

● 大源太キャニオン青少年旅行村● 湯沢町共同浴場

　� 旅行村の利用の許可に関する業務
　� 旅行村の利用料金の収受に関する業務
　� 旅行村施設の維持管理に関する業務
　� 各種の自主事業に関する業務
　� 旅行村の宣伝広報業務

　� 共同浴場に係る会員の登録および会員証の交　　
　 付に関する業務
　� 共同浴場の利用の許可に関する業務
　� 共同浴場の利用料金の収受に関する業務
　� 共同浴場の施設設備の維持管理および運営に　　
　 関する業務
　� 共同浴場での自主事業に関する業務
　�その他町長が特に認めること

● 湯沢町共同浴場

● 大源太キャニオン青少年旅行村

 所在地 ・・・・・ 大字土樽字向原およびその周辺
  ・・・・・・・・・・・・・ （大源太湖上流付近）
 施設 ・・・・・・・・ 中央管理棟 木造２階建　１８５．５�
  ・・・・・・・・・・・・・ キャンプ場 ８４区画　１１,０００�
  ・・・・・・・・・・・・・ 多目的広場 １,７００�
  ・・・・・・・・・・・・・ 駐車場 駐車可能台数 約１００台
  ・・・・・・・・・・・・・ 便所 ２棟　５３．３�
  ・・・・・・・・・・・・・ 給排水施設ほか

　� 湯元共同浴場「山の湯」
 所在地 ・・・・・・・ 大字湯沢９３０番地
 施設 ・・・・・・・・・・ 木造一部２階建１６５�

　� 下湯沢共同浴場「駒子の湯」
 所在地 ・・・・・・・ 大字湯沢１４８番地
 施設 ・・・・・・・・・・ 木造一部２階建３００�

　� 土樽共同浴場「岩の湯」
 所在地 ・・・・・・・ 大字土樽６１９１番地
 施設 ・・・・・・・・・・ 木造一部２階建２１０�

　� 三俣共同浴場「街道の湯」
 所在地 ・・・・・・・ 大字三俣１０２１番地
 施設 ・・・・・・・・・・ 木造一部２階建３８０�

　� 二居共同浴場「宿場の湯」
 所在地 ・・・・・・・ 大字三国５３７番地
 施設 ・・・・・・・・・・ 鉄骨造２階建８７０�

湯沢町共同浴場・大源太キャニオン青少年旅行村 指定管理者の募湯沢町共同浴場・大源太キャニオン青少年旅行村　指定管理者の募集集

湯沢町共同浴場および
大源太キャニオン青少年
旅行村の管理を委任する
指定管理者を、それぞれ
次により募集します。
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住
民
課
か
ら
の
お
知
ら
せ　

℡
７
８
４
・
３
４
５
３

■１０月１日（日）から１１月３０日（木）までの２か月間

高齢者交通事故防止運動実施中高齢者交通事故防止運動実施中！！

の交通安全キャンペーの交通安全キャンペーンン１１１１月月

● 高齢者には思いやりの運転を

高齢化社会が進んでいます。そのため高齢者の交通事故発生件数が、年々増加しています。車を運転中
にお年寄りとすれ違うときは、速度を落とし、やさしさと思いやりのある運転を心がけましょう。

● 高齢ドライバーの交通事故防止
また高齢化社会の進展に伴い、高齢者が事故にあうばかりでなく、高齢
者が加害者になるいわゆる「高齢加害事故」が年々増加しています。
高齢ドライバーの大半は免許取得後２０年、３０年と運転してきた大ベテ

ランの方たちばかりです。そしてその多くは長年無事故歴を誇る優良ドラ
イバーです。しかし年齢と共に、身体能力と瞬時の判断力は低下していき
ます。「自分はまだ大丈夫」「まだ若い者には負けられない」と過信しない
で、現在の運転能力を自覚し無理のない運転を心がけてください。
また７０歳以上のドライバーの方は、高齢運転者標識（高齢者マーク）を

自動車に貼り運転するよう努めましょう。

● 早めのライト点灯と明るい色の服装、そして夜光反射材の活用！
日没が早まるこの時期は、夕暮れから夜間にかけて、ドライバーも歩行者もお互いに見えにくくなりま

す。夕暮れ、車を運転するときは早めにライトを点灯させ交通事故を防ぎましょう。また夜間、自転車や
歩いて外出するときは、明るい色の服装と夜光反射材の活用を心がけましょう。

高齢者（６５歳以上）加害事故
発生件数の推移

黒っぽい服黒っぽい服装装

約約２２ ６６ｍｍ
反射材着反射材着用用
約約５５ ７７ｍｍ

黒っぽい服黒っぽい服装装

約約２２ ６６ｍｍ
明るい服明るい服装装

約約３３ ８８ｍｍ

◎夜間、ドライバーから歩行者が見える距離

　　夜間歩行中の交通事故防止には、反射材を身に着けて、
　　ドライバーからの視認性を高めることが大変効果的です。

ヘッドライト
下向きの場合

平成１３年

平成１４年

平成１５年

平成１６年

平成１７年

 1649 件 

 1690 件 

 1822 件 

 1861 件 

 1921 件 

（発生件数）
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住
民
課
保
育
係
か
ら
の
お
知
ら
せ　

℡
７
８
４
・
３
０
０
１

税
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ　

℡
７
８
４
・
３
４
５
２
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農
業
所
得
の
計
算
は
、
ご
自
分
の
収
入
金
額
か
ら
必
要
経
費
を
差
し
引

い
て
計
算
す
る
収
支
計
算
が
原
則
で
す
。
平
成　

年
分
か
ら
、
す
べ
て
の
方

１８

が
収
支
計
算
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
今
後
は
税
務
署
や
町
か
ら
提
供

さ
れ
て
い
た
経
費
の
目
安
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

な
お
、収
支
計
算
で
は
、収
入
金
額
お
よ
び
必
要
経
費
を
項
目（
科
目
）ご

と
に
分
類
し
て
計
算
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。日
ご
ろ
か
ら
購
買
伝
票
や
領

収
書
な
ど
を
区
分
、整
理
し
、預
金
通
帳
な
ど
と
と
も
に
大
切
に
保
管
し
て

く
だ
さ
い
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
書
類
の
紛
失
や
集
計
も
れ
を
防
ぐ
た
め
に

も
、こ
ま
め
に
帳
簿
な
ど
へ
記
帳
す
る
こ
と
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

つ
き
ま
し
て
は
、
次
の
日
程
で
収
支
計
算
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
日
時
と
会
場
】（
い
ず
れ
も
内
容
は
同
じ
で
す
。）

・　

月　

日
（
火
） 
午
後
２
時
〜
４
時 

湯
沢
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

１１

２１

・　

月　

日
（
水
） 
午
前　

時
〜
正
午 

Ｊ
Ａ
し
お
ざ
わ　

本
所

１１

２２

１０

・　

月　

日
（
水
） 
午
後
２
時
〜
４
時 

Ｊ
Ａ
し
お
ざ
わ　

本
所

１１

２２

【
講
師
】

関
東
信
越
税
理
士
会
小
千
谷
支
部
所
属
税
理
士
お
よ
び

小
千
谷
税
務
署
職
員

【
対
象
者
】

農
業
所
得
の
あ
る
方

【
問
い
合
わ
せ
】

小
千
谷
税
務
署

個
人
課
税
第
一
部
門

℡
０
２
５
８
・
８
３
・
２
０
９
３

税
務
課
住
民
税
係

℡
７
８
４
・
３
４
５
２

農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農
業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業
所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所
得得得得得得得得得得得得得得得得得得得得得得得得得得得得得
ににににににににににににににににににににににににににににに
係係係係係係係係係係係係係係係係係係係係係係係係係係係係係
るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる
収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収
支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支
計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計
算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算
説説説説説説説説説説説説説説説説説説説説説説説説説説説説説
明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明

農
業
所
得
に
係
る
収
支
計
算
説
明
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会

平
成　

年
度
の
保
育
園
入
園
児
童
を
募
集
し
ま
す
。
入
園
を
希
望
す
る
場

１９

合
は
、
必
ず
申
し
込
み
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

３
歳
未
満
児
に
つ
い
て
は
、
緊
急
を
要
す
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
以
外
は

年
度
途
中
で
の
入
園
は
で
き
ま
せ
ん
。
平
成　

年
度
中
に
育
児
休
業
が
終
了

１９

す
る
な
ど
、
ど
う
し
て
も
途
中
入
園
が
必
要
と
な
る
方
は
、
募
集
期
間
中
に

各
保
育
園
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

な
お
、
現
在
入
園
し
て
い
る
児
童
が
平
成　

年
度
の
入
園
承
諾
を
受
け
て

１９

い
る
場
合
で
も
、
各
保
育
園
か
ら
配
布
さ
れ
る
継
続
入
園
確
認
書
の
提
出
が

必
要
で
す
。

【
募
集
期
間
】 

　

月　

日
（
木
）
ま
で

１１

１６

【
申
込
書
】 

各
保
育
園
お
よ
び
住
民
課
保
育
係
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

【
受
付
場
所
】 

各
保
育
園

【
事
情
調
査
等
】 

３
歳
未
満
児
お
よ
び
新
入
園
児
童
に
つ
い
て
は
、各
保
育

 

園
で
面
談
を
行
い
ま
す
。な
お
、申
し
込
み
内
容
に
不
明

 

な
点
が
あ
る
場
合
に
は
、電
話
等
で
事
情
を
お
伺
い
す
る

 

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

【
入
園
決
定
】 

平
成　

年
２
月
中
旬
こ
ろ
に
通
知
し
ま
す
。

１９

����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����

平
成

年
度

平
成　

年
度　

保
育
園
入
園
児
童
募

保
育
園
入
園
児
童
募
集集

１９１９

電話番号定員所在地保育園名

７８４－３６１６６０人平沢神立保育園

認可
７８７－３２５７１２０人萩原土樽保育園

７８４－２０７１１２０人石白中央保育園

７８４－２５０２６０人楽町湯沢保育園

７８９－２１１０３０人浅貝浅貝保育園へき地

●
認
可
保
育
園
で
は
次
の
特
別
保
育
を
行
い
ま
す
。

 

・
延
長
保
育 
（
午
前
８
時
〜
午
後
６
時
）

 

・
乳
児
保
育 
（
生
後　

か
月
か
ら
、

１０

 
 

 

中
央
保
育
園
で
は
生
後
６
か
月
か
ら
）

●
平
成　

年
度
か
ら
認
可
保
育
園
で
の
土
曜
日
開
設
保

１７

育
園
が
、
中
央
保
育
園
の
み
と
な
り
、
一
日
保
育
が
可

能
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
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湯沢町勤労青少年体育センターの平成１９年度の使用について、次のとおり抽選会を行います。ご希望の方は

お集まりください。

【日時】 １１月２３日（木）午後１時３０分（時間厳守でお願いします。）
【会場】 湯沢温泉ロープウェー事業所内 保養センター２階和室
【対象施設】 湯沢町勤労青少年体育センター
 ・バレーボールコート　正式２面
 ・バスケットボールコート　正式１面か練習２面
 ・バトミントンコート　正式６面
 ・卓球台　６台
【対象期間】 平成１９年４月２８日（土）～５月０６日（日）
 平成１９年７月１４日（土）～９月１７日（月）
 （平成１９年度のこの期間以外の予約は、抽選会以降常時受け付けします。）
【注意事項】 ① 抽選会への参加は、湯沢町に一般向け宿泊施設を有し、旅館業を営む方のみとします。また
 　１宿泊施設につき、代表者１名限りとします。
 ② 予約は１施設連続５日以内とします。
 ③ 施設予約後の他者への転貸はできません。

【問い合わせ】　湯沢温泉ロープウェー事業所　℡７８４－３３２６

������������������������������������������
������������������������������������������
������������������������������������������
勤労青少年体育センター使用抽選会のお知ら勤労青少年体育センター使用抽選会のお知らせせ

受診者負担金
（全年齢有料）

対象年齢検診の種類

５００円６５歳以上結核検診

２,３００円
１９歳以上基本健康診査 ７０歳以上

１,９００円

２,０００円４０歳以上胃がん検診

５００円４０歳以上大腸がん検診

５００円４０～６４歳胸部レントゲン
肺がん検診

６００円５０歳以上で
タバコを吸う方 喀痰細胞診 

かくたんさいぼうしん

５００円４０～７４歳肝炎ウイルス検診

２,１００円５０歳以上の男性前立腺がん検診

今年度、合同検診をまだ受けていない人を対象に、施設検診（予約制）を実施しています。対象の方は、お早
めに保健センターまでお申し込みください。

【実施場所】 湯沢町健康増進施設（湯沢町保健医療センターとなり）
【実施日程】 １２月１９日（火）までの毎週火曜日と木曜日（祝日は除きます）
【受付時間】 午前８時１５分～８時３０分まで（検診はおおむね１時間程度かかります。）

※ 施設検診の負担金は、表のとおり
全年齢の方が有料となります。

※ 施設検診は予約制です。一日あた
りの予約人数には定員があります
ので、あらかじめご了承ください。

《問い合わせ・予約申し込み》
保健センター　℡７８４－３１４９

検診をまだ受けていない方検診をまだ受けていない方へへ
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食教育講座　

「親子クッキング」のお知ら 「親子クッキング」のお知らせせ
親子でおいしいひとときを楽しんでみませんか？

【日時】 １１月３０日（木）午前９時３０分～１１時３０分
【場所】 総合福祉センター２階　調理室・検診室
【講師】 笛田京子（湯沢町栄養士）
【内容】 ① 講話　② 親子クッキング（簡単なクリスマスケーキ その他）
【対象】 親子（お子さんは２歳～就学前）
【持ち物】 エプロン、三角巾（親子分）、ピクニックシート、
 材料費（親子で８００円程度。実費につき当日徴収でお願いします。）

【申込み】 子育て支援センターまで
【締切】 １１月２２日（水）

【問い合わせ】湯沢町子育て支援センター　℡７８０－６１６３

毎年秋から冬になると、灯油タンクからの移し替えや配管の破
損などによる河川への油の流出事故が発生します。
油が流出すると、下流の水道や農業用水、漁業などに重大な影響
を及ぼします。またその処理には多大な費用がかかることもある
ため、原因者に費用を負担していただく場合もあります。
日ごろから油の流出事故を防ぐよう心がけ、特にホームタンク
をお持ちの方は次のことに注意してください。

◎ 灯油を使う季節の前に
 � ホームタンクや暖房器具、配管に亀裂や老朽化がないか必ず確認してください。もし異常を
 　 見つけたら、早めに交換や修理を依頼してください。
 � 万一の場合に備え、ホームタンクには防油堤を設置してください。（２００�以上のホームタン

 　 クについては、設置が義務付けられています。）
 � 落雪の恐れのある場所には、ホームタンクを置かないでください。

◎ 灯油を使う季節になったら
 � ホームタンクからポリタンク等に灯油を小分けしているときは、絶対にその場を離れない

 　 でください。
 � ホームタンクのバルブはきっちりと閉めてください。
 � ホームタンクの配管の周囲は適宜除雪して、積雪や落雪による破損を防いでください。
 � 除雪の際には、配管を傷つけないように気をつけてください。
 � ホームタンク内の灯油の減り方が著しいときは、油漏れがないか確認してください。
 � 不要になった灯油は、周辺に捨てないでください。

◎ 万が一、油流出事故が発生した場合は
 湯沢消防署（℡７８４－３３７７）または住民課環境生活係（℡７８４－３４５３）までご連絡ください。

油油漏漏れれ事事故故をを防防ぎぎままししょょうう
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湯
沢
消
防
署
か
ら

湯
沢
消
防
署
か
ら
のの

お
知
ら
せ
（
第

回

お
知
ら
せ
（
第　

回
））

１４１４

暖
房
器
具
か
ら
の
火
災

気
温
も
下
が
り
、
全
国
か
ら
初
雪
の

便
り
が
聞
か
れ
る
季
節
と
な
り
ま
し

た
。
す
で
に
暖
房
器
具
を
出
さ
れ
て
、

使
っ
て
い
る
ご
家
庭
も
多
い
と
思
い

ま
す
。

と
こ
ろ
で
暖
房
器
具
を
使
い
始
め

の
時
期
は
、
事
故
が
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。
思
い
が
け
な
い
火
災
や
、
や
け
ど

が
起
き
な
い
よ
う
に
注
意
が
必
要
で

す
。
こ
れ
か
ら
本
格
的
な
寒
さ
を
向
か

え
ま
す
。
暖
房
器
具
を
使
う
と
き
の
注

意
点
を
、も
う
一
度
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

事故のあった暖房器事故のあった暖房器具具

湯沢消防署
℡７８４－３３７７

� 灯油専用の器具にガソリンを入れて、やけどをした。
� サロンヒーター（石油ストーブ）の上に洗濯物を干して、洗濯物が落ちて火災となった。
� ＦＦ式温風ヒーターの排気筒が破損していた、または外れて一酸化炭素中毒となった。
� ポットストーブ・ボイラーの煙突が壁を通り抜ける部分から出火した。
� 電気カーペットなどにより、低温やけどになった。
� 火をつけたままで給油して、暖房器具から出火した。

ご注意！ ＦＦ式温風ヒーターの排気ＦＦ式温風ヒーターの排気筒筒

１１９番での問い合わせはやめて１１９番での問い合わせはやめて！！

もしものための応急手もしものための応急手当当

ＦＦ式温風ヒーターの場合、排気筒が破損した状態で使用するこ
とは絶対にやめてください。排ガスが室内にもれて一酸化炭素中毒
になるおそれがあり、非常に危険です。特に昨シーズンは大雪だっ
たので、正常に作動しても排気筒が破損しているかもしれません。
本格的に使う前に、一度点検を行ってください。
また雪で排気筒がふさがれることがないように、こまめに除雪す
ることを心がけてください。

� 火災などの情報を、１１９番で問い合わせされることがあります。１１９番は火災・救急などの緊急時の通報で
 ダイヤルして下さい。また緊急通報はＦＡＸでも受付します。ＦＡＸ番号は７８２－５１１９です。
� 現在発生している火災など災害情報の確認は、次のテレホンガイドまたはインターネットをご利用してく
 ださい。

  � テレホンガイド ・・・・・・   ℡７８２－１９９１（平常時は休日救急当番医を紹介しています。）
  � インターネット ・・・・・・   ������������	�
��������（携帯電話またはパソコンから災害情報を確認できます。）

� 大切な人が突然倒れてしまった。そのときあなたはどうしますか？もしものとき、応急手当のための普通救
 命救急講習会を行います。皆さまの参加をお待ちしています。ぜひお申し込みください。

  � 期日 ・・・・・・・・・・・・・ １２月２日（土）
  � 内容 ・・・・・・・・・・・・・ 心肺蘇生法・止血法・窒息時の異物除去

 【問い合わせ】　湯沢消防署 警防係 救急担当　℡７８４－３３７７
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湯沢町での地上波デジタルテレビ放送については、現在デジタル中継局が湯沢高原（大峰山）に設置されていま
す。１０月からこれまでは、デジタル放送は試験電波として発射されていました。そして１１月１日より本放送へと移行しま
した。ここから発射される電波によるデジタル放送は、これで正式に受信できるようになりました。
なおデジタル放送を受信するには、対応のテレビまたはチューナーなどが必要です。

� 現在のアナログテレビ放送は、２０１１年（平成２３年）７月２４日で終了します。
� 「既存のアナログ放送の映りが悪くなった」などの問い合わせ先は、次のとおりです。
 北陸地域受信対策センター　℡０１２０－５０４－０２９

【問い合わせ】　総務課 情報統計係　 ℡７８４－３４５１

�

�

�

�

���������������������������������������������

���������������������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

地上波デジタルテレ地上波デジタルテレビビ
本放送の中継が開始されまし本放送の中継が開始されましたた

労使が協力し合い解消しよう！１１月は賃金不払残業解消キャンペーン月１１月は賃金不払残業解消キャンペーン月間間
賃金不払残業は、いわゆる「サービス残業」のことをいいます。賃金不払残業では、所定労働時間外の労働時間
の一部または全部に対して、決められた賃金や残業手当が支払われません。これは労働基準法に違反する、あって
はならないことです。
今年も新潟労働局では、１１月を「賃金不払残業解消キャンペーン月間」と位置づけました。そして賃金不払残業

を解消するため、次のような取り組みを集中的に行うことを予定しています。

・厚生労働省で策定された「賃金不払残業の解消を図るために講ずべき措置等に関する指針」の周知
・フリーダイヤルによる全国一斉電話相談の実施（１１月２３日）
・賃金不払残業の解消に重点を置いた、個別事業場への監督指導
・労使団体に対する協力要請

【問い合わせ】　新潟労働局 監督課　℡０２５－２３４－５９２２
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労働時間管理の適正化労働時間管理の適正化とと
賃金不払残業解消のため賃金不払残業解消のためにに全国一斉無料相談ダイヤ全国一斉無料相談ダイヤルル

� 0120- 7 93     -
なくそう

 283 
不払残業勤 労 感 謝 の 日

９：０ ０～１７：０ ０11月23日（木）

運動を習慣とすることは、健康づくりにおいてとても大切なことです。県では広く住民の皆さんが、運動の
必要性を認識することができるようなロゴマークの原案を募集します。次の要領でご応募ください。

【応募資格】 新潟県在住の小学生・中学生・高校生および一般の方
【テーマ】 健康づくりのための運動習慣の普及・定着
【キーワード】 健やか・爽快感・笑顔・人との交流
【作品の規格】 ・画材、色彩は自由です。（見やすいものであること）
 ・用紙は画用紙Ａ４サイズです。（２１０�×２９７�）

【応募締切】 １２月１３日（水）　当日消印有効

【問い合わせ・応募先】
〒９５０－８５７０　新潟県福祉保健部健康対策課健康増進・歯科保健係
　　　　　　　（新潟県庁専用郵便番号につき、住所の記載は不要です。）
℡０２５－２８０－５１９８　
※応募方法など詳細については、こちらまでお問い合わせください。
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運動習慣の普及を表現するロゴマークを募集します運動習慣の普及を表現するロゴマークを募集しま運動習慣の普及を表現するロゴマークを募集しますす



 

 

 

 

「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

強
化
週
間
の
一
環
と
し
て
、
女
性

委
員
に
よ
る
女
性
を
対
象
と
し
た

人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

離
婚
問
題
、
家
庭
や
職
場
に
お

け
る
女
性
問
題
、
夫
や
パ
ー
ト

ナ
ー
な
ど
か
ら
の
暴
力
、
職
場
な

ど
に
お
け
る
セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
、
子
ど
も
の
問
題
な
ど
女

性
に
関
す
る
人
権
問
題
で
お
困
り

の
方
は
、
こ
の
機
会
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

【
日
時
】

　

月　

日
（
日
）

１１

１９

午
後
１
時
〜
４
時

【
会
場
】

南
魚
沼
市
民
会
館

【
担
当
者
】

女
性
人
権
擁
護
委
員

※
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守

さ
れ
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

新
潟
地
方
法
務
局
南
魚
沼
支
局

℡
７
７
２
・
３
７
４
２ 
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女
性
を
対
象
と
し
た

特
設
人
権
相
談
所

ＪＲ上越線 踏切

冬期間全面通行止の
お知らせ

　次の踏切は冬期間、事故が多発するため、昨年と同様に全面通
行止を行います。

 【問い合わせ】 東日本旅客鉄道株式会社 新潟支社
   越後湯沢保線技術センター　℡７８５－５０４５

通行止の期間踏切名
１２月１８日～平成１９年４月１日越道（越後中里駅構内）

１２月５日～平成１９年４月１１日
堰場第 2
田中
小原
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税務職員を装う「振り込め詐欺」被害が発生しています。その手
口は、次のようなものです。

・まず電話で「税金の還付金があります。」などと言ってきます。
・その後、銀行などの現金自動預け払い機（ＡＴＭ）に誘導され
ます。
・指示されたとおりにＡＴＭの操作をした結果、特定の口座に振
り込みをしてしまいます。

税金の還付金が
あります！

税務署では還付金受取のために、金融機関等の現金自動預け払い機（ＡＴ
Ｍ）の操作を求めることはありません。税務職員を装った不審な電話には、く
れぐれもご注意ください。

【問い合わせ】　小千谷税務署 総務課　℡０２５８－８３－２０９０

税務職員を装った「振り込め詐欺」にご注意税務職員を装った「振り込め詐欺」にご注意！！

法務局南魚沼支局と南魚沼人権擁護委員協議会では、次のこ
とでお困りの方に人権相談を行います。
相談は無料で秘密は堅く守られます。

① 家庭内（夫婦・親子・結婚・離婚・相続等）、親族間、近隣間のもめごと、悩みごとなど、毎日の暮らしの
中で起こる様々な問題

② いじめ、体罰、女性差別、外国人差別などあらゆる差別問題
③ 借地借家、土地建物の登記、戸籍の問題

【日時】 １２月１２日（火）午後１時～４時 ◎最寄りの人権擁護委員
【会場】 湯沢町公民館 （湯沢地区）種村　久男 ℡７８４－２３６７
【相談担当】 人権擁護委員 （土樽地区）中谷　眞利子 ℡７８７－３０４６
【後援】 湯沢町 （神立地区）駒形　虎次郎 ℡７８５－５３３８
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相談無料、秘密厳守

 特設人権相談所開設のご案特設人権相談所開設のご案内内 
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外
国
人
の
方
に
も
、
通
訳
を
通

じ
て
弁
護
士
が
直
接
法
律
相
談
に

応
じ
ま
す
。
通
訳
可
能
言
語
な
ど

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】

　

月　

日
（
土
）

１１

２５

午
前　

時
〜
午
後
３
時

１０

【
場
所
】

新
潟
県
弁
護
士
会
館
２
階

（
新
潟
市
学
校
町
通
１
番
町
１
）

【
相
談
方
法
】

面
談
お
よ
び
電
話

【
当
日
の
電
話
番
号
】

０
２
５
・
２
２
３
・
８
２
５
２

【
問
い
合
わ
せ
】

新
潟
県
弁
護
士
会

℡
０
２
５
・
２
２
２
・
３
７
６
５

〜
立
川
マ
ン
ド
リ
ン
ク
ラ
ブ
〜

【
日
時
】

　

月　

日
（
日
）

１１

２６

午
後
２
時　

分
開
演

３０

（
開
場
は
午
後
２
時
）

【
会
場
】

湯
沢
町
公
民
館

【
入
場
料
】

無
料

【
演
奏
曲
目
】

・
旅
情

・
ひ
ま
わ
り

・
フ
ニ
ク
リ
フ
ニ
ク
ラ

・
ト
ゥ
ラ
ン
ド
ッ
ト
よ
り

　
「
誰
も
寝
て
は
な
ら
ぬ
」

・
あ
あ
人
生
に
涙
あ
り

・
喜
び
も
悲
し
み
も
幾
年
月

・
風
の
丘

・
新
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
よ
り

・
組
曲
「
紙
す
き
の
歌
」

　

ほ
か

【
主
催
】

湯
沢
町
リ
ゾ
ー
ト
マ
ン
シ
ョ
ン

管
理
組
合
連
合
会

朝
日
プ
ラ
ザ
シ
ェ
ス
タ
苗
場
Ⅰ

朝
日
プ
ラ
ザ
シ
ェ
ス
タ
苗
場
Ⅱ

シ
ャ
ー
レ
湯
沢

ス
ポ
ー
ツ
メ
ン
ト
２

プ
リ
ン
ス
ハ
イ
ム
湯
沢

ホ
ワ
イ
ト
プ
ラ
ザ
湯
沢
リ
ヴ
ィ
エ
ー
ル

ホ
ワ
イ
ト
プ
ラ
ザ
湯
沢
Ｖ
プ
ラ
ー
ジ
ュ

ラ
イ
オ
ン
ズ
マ
ン
シ
ョ
ン
越
後
湯
沢

ラ
イ
オ
ン
ズ
マ
ン
シ
ョ
ン
越
後
湯
沢
第
２

ラ
イ
オ
ン
ズ
マ
ン
シ
ョ
ン
越
後
湯
沢
第
３

【
後
援
】

湯
沢
町

湯
沢
町
教
育
委
員
会

湯
沢
町
商
工
会

湯
沢
町
観
光
協
会

湯
沢
温
泉
ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー
事
業
所

南
魚
沼
郡
市
内
全
小
中
学
校
の

代
表
児
童
生
徒
の
作
品
展
を
、
次

の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

絵
画
・
デ
ザ
イ
ン
・
版
画
・
立

体
の
作
品
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
郡
市
内
の
教
職
員
有
志
に
よ

る
「
第　

回
樹
展
」
も
同
時
開
催

３８

さ
れ
ま
す
。

多
数
の
皆
さ
ま
の
来
場
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

【
期
間
】

　

月　

日
（
土
）
〜

１１

１８

　

月　

日
（
水
）

１１

２９

（
月
曜
と
火
曜
日
は
休
館
日
）

【
開
館
時
間
】

午
前
９
時　

分
〜
午
後
５
時

３０

（
最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で
）

【
会
場
】

南
魚
沼
市
立
今
泉
博
物
館

【
入
場
料
】

無
料

（
た
だ
し
博
物
館
の
常
設
展
は

有
料
と
な
り
ま
す
。）

【
問
い
合
わ
せ
】

南
魚
沼
郡
市
内
の
各
小
中
学
校

南
魚
沼
の
地
域
づ
く
り
を
進
め

て
い
く
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
、

「
お
祭
り
」
を
開
催
し
ま
す
。
こ
の

「
お
祭
り
」
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

や
地
域
の
人
た
ち
、
そ
し
て
南
魚

沼
の
い
ろ
い
ろ
な
分
野
で
活
躍
す

る
人
た
ち
が
一
堂
に
会
し
て
楽
し

く
ふ
れ
合
い
ま
す
。

地
域
に
根
を
下
ろ
し
て
住
む

「
土
の
人
」
と
、
外
部
か
ら
刺
激
を

も
た
ら
す
「
風
の
人
」
の
出
会
い

を
と
お
し
て
、
新
し
い
形
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
つ
く
り
出
す
こ

と
を
目
指
し
ま
す
。
ど
な
た
で
も

参
加
で
き
ま
す
。
新
し
い
出
会
い

と
つ
な
が
り
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】

　

月　

日
（
日
）
午
後
１
時
〜

１１

２６

【
会
場
】

南
魚
沼
地
域
振
興
局

【
参
加
費
】

無
料

【
内
容
】

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
ッ
シ
ョ
ン

ア
ラ
ス
カ
の
教
育
者
シ
シ
リ

ア
・
マ
ー
ツ
さ
ん
の
お
話
。

風
と
土
の
語
ら
い
セ
ッ
シ
ョ
ン

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
交
流
を
通
じ
た

地
域
づ
く
り
を
語
り
合
い
ま
す
。

風
と
土
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
セ
ッ
シ
ョ
ン

い
ろ
い
ろ
な
分
野
で
活
動
す
る

参
加
グ
ル
ー
プ
の
紹
介
な
ど
。

風
と
土
の
交
流
セ
ッ
シ
ョ
ン

伝
統
の
歌
や
踊
り
な
ど
、
参
加

者
み
ん
な
で
交
流
し
ま
し
ょ
う
。

情
報
交
流
屋
台
村

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
紹
介
の
ブ
ー

ス
を
出
し
、
情
報
発
信
し
ま
す
。

（
各
セ
ッ
シ
ョ
ン
と
同
時
進
行
）

【
問
い
合
わ
せ
】

南
魚
沼
地
域
振
興
局

農
林
振
興
部
農
村
計
画
課

℡
７
７
２
・
３
９
１
４

南
魚
沼

風
と
土
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

南
魚
沼
郡
市

小
中
学
校
美
術
展
の
開
催

マ
ン
ド
リ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
の

ご
案
内

外
国
人
の
た
め
の

一
斉
無
料
法
律
相
談
会



〜
消
費
者
と
生
産
者
で
と
も
に

育
む
南
魚
沼
の
食
生
活
〜

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
講
演
と
分

散
会
を
行
い
ま
す
。
消
費
者
と
生

産
者
の
皆
さ
ん
が
顔
を
合
わ
せ
て
、

地
産
地
消
に
つ
い
て
意
見
交
換
を

し
ま
す
。

多
数
の
皆
さ
ま
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

【
日
時
】

　

月
３
日
（
日
）

１２午
後
１
時　

分
〜
４
時　

分

１５

３０

【
会
場
】

サ
ン
ラ
イ
ズ
南
魚
沼

多
目
的
ホ
ー
ル

【
講
師
】

青
山
浩
子
氏

（
Ｊ
Ｔ
Ｂ
、�
船
井
総
合
研
究
所

な
ど
の
勤
務
を
経
て
、
現
在
は

フ
リ
ー
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し

て
活
躍
中
で
す
。
主
な
著
書
に

「『
農
が
』変
え
る
食
ビ
ジ
ネ
ス
」

「
農
産
物
の
ダ
イ
レ
ク
ト
販
売
」

な
ど
が
あ
り
ま
す
。）

【
問
い
合
わ
せ
】

南
魚
沼
地
域
振
興
局

農
林
振
興
部
普
及
課

℡
７
７
２
・
２
９
４
６

※
参
加
の
申
し
込
み
も
こ
ち
ら

ま
で
と
な
り
ま
す
。

（12）広報ゆざわ　H１８．１１．１２

※
類
似
文
字
で
表
記
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
広
報
に
掲
載
し
て
ほ
し
く
な
い
場
合
は
、
届
出
の
際
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　

ご
逝
去
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
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お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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だ
い
き
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こ
と
な �
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今今月月の納税の納税等等

（第 ５ 期 ）
（ 第 ３ 期 ）

国 民 健 康 保 険 税
介 護 保 険 料
納期限は、１１月３０日�です。
（口座振替日は、１１月２８日�です。）
※納税相談は、収納課（℡７８４－３０５６）で受け
付けています。どうぞ、ご利用ください。

　

ご
結
婚
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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�
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�
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�
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�
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�
�

町
営
共
同
浴

町
営
共
同
浴
場場

下
湯
沢
共
同
浴
場

「
駒
子
の
湯
」　
　

二
居
共
同
浴
場「

宿
場
の
湯
」　
　

　

月　

日
（
木
）
は

１１

２３

祝
日
の
た
め
営
業
し
ま
す
。

◎
「
駒
子
の
湯
」
の
振
替
休
日
は
、

　
　

月　

日
（
金
）
で
す
。

１１

２４

◎
「
宿
場
の
湯
」
は
、
振
替
休
日
を

　

設
け
ま
せ
ん
。

食
と
農
を
考
え
る

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
お
知
ら
せ

講
演
会

 
荻荻
原原
健健
司司
氏氏　
「「
私私
の
ス
キ
ー
人
生

の
ス
キ
ー
人
生
」」

　
　

今
、湯
沢
町
に
欲
し
い
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

勇
気
・
元
気
、挑
戦
す
る
心
。

【
日
時
】 　

月　

日
（
木
） 

午
後
３
時
〜
午
後
４
時　

分 

１１

２３

３０

 

　
　
　
　
　
　
　
（
午
後
２
時　

分
開
場
）

３０

【
会
場
】 

湯
沢
町
公
民
館
ホ
ー
ル

【
入
場
】 

参
加
は
無
料
で
す
。

 

た
だ
し
入
場
整
理
券
が
必
要
で
す
。け
ん
し
ん
湯
沢
支
店
ま
で

 

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
入
場
整
理
券
を
お
渡
し
し
ま
す
。

【
主
催
】 

湯
沢
縣
信
会

【
後
援
】 

湯
沢
町
・
湯
沢
町
教
育
委
員
会
・
新
潟
日
報
社
・

 

F
M
ゆ
き
ぐ
に
・
湯
沢
町
ス
キ
ー
連
盟

【
問
い
合
わ
せ
】　

 

新
潟
縣
信
用
組
合
湯
沢
支
店　

℡
７
８
４
・
３
４
１
７
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